
 
 

 
  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

出典：「カーボンリサイクル技術ロードマップ」 

出典：「パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略」 P15 

出典：「エネルギー・環境技術のポテンシャル・実用化評価検討会」報告書 

＜まとめ ： 水素コスト or 価格の目標値（案） by IAE＞ 

【輸入 CIF 価格の定義】 

・液化水素の場合： LNG の輸入 CIF 価格に環境価値を上乗せした価格 

・MCH の場合： 水素の形になっていないので、水素の意味では CIF 価格という 

表現は使用しない。 

【プラント引き渡し価格の定義】 

・液化水素の場合： 揚地貯蔵基地から出荷する水素価格 

・MCH の場合： 揚地近傍に設置した脱水素プラントから出荷する水素価格 

【目標値（案）】 

 ＜設定条件＞ 

  ・LNＧの輸入 CIF 価格（設定）： 10 USD/MMBtu ⇒ 13.3 円/Nm3-H2 

  ・環境価値（設定）： $50/t-CO2 ⇒ 3.5 円/Nm3-H2 

  ・液化水素の揚地貯蔵基地費： 3.2 円/Nm3 （by KHI) 

 ＜目標値（案）： LNG 輸入 CIF 価格を 10 USD/MMBtu とし、これに環境価値 

として$50/t-CO2 を上乗せしたものと等価とした場合＞ 

  ・液化水素の輸入 CIF 価格： 13.3 + 3.5 = 16.8 円/Nm3 

  ・液化水素のプラント引き渡し価格： 16.8 + 3.2 = 20 円/Nm3 

  ・MCH のプラント引き渡し価格： 20 円/Nm3 

出典：「カーボンリサイクル技術ロードマップ」 
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出典：「エネルギー・環境技術のポテンシャル・実用化評価検討会」報告書 

CO2 フリー水素普及シナリオ研究 

2050 年における水素コスト・価格 
⇒ 

2050 年における水素コスト or 水素価格の

目標について認識を共有したい。 

水素のどの段階（製造 or CIF or プラント

引き渡し）のコストなのか、価格なのかを明

示し、目標値（案）を一例として示し、議論し

たい。 

安倍総理の世界経済フォーラム年次総会（2019.1.23）での発言 

： 水素の製造コストを 2050 年までに今の１割以下に下げる。 

また、水素基本戦略のシナリオ（下図）では、赤の点線（IAE が加筆）内の通

り、～100 円/Nm3（ステーションン価格） → 30 円/Nm3→ 20 円/Nm3 の形

でコストダウン目標が矢印で繋がれている。100 円/Nm3 は水素ステーション

での販売価格で、30 円/Nm3、20 円/Nm3 は、LNG／水素混焼火力発電、

LNG 代替水素専焼火力発電を対象にした目標価格ではないかと思われる。 

【添付 104】 

出典：「パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略」 P56 
（一部）切り取り 赤の点線枠は IAE による加筆） 


